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　著者 らは、最近 、 phosholipase　A2 ま た

は C を用い た脂質消化法によ る電顕細胞化学

的研究で、正常 ラ ッ ト肝細胞 内の 生体膜系に

散在す る反応産物は、肝細胞内の あ る種の 生

体膜燐脂質か らの 消化反応産物であろ うと推

論 した （Acta　histochem ．　cytochem ．21：73，

1988）。 なお、この 反応産物は、 エ チ オ ニ ン 投

与や絶食な ど の 処置で は ほ とん ど変動 しな い

が 、コ ラ ル ジ ル 投与 に よ る燐脂質脂肪肝 で 、

肝細胞内に著増する粗大な膜様構造物に
一致

して多量 に み られた 。 今回 、 体重 250g 前後

の メ ス ラ ッ ト に 500 μg ！k曾の phalloidine を

O．5 皿1の 生食水 に溶か した もの を、毎朝 1 回

1 週間連続 して 腹腔内に注射 し、
』
投与終了後

の 肝組織を採取 して 、脂質酵素消化法や タ ン

ニ ン 酸固定を試みて 、電顕細胞化学的に 観察

した。なお、対照群 と して 、生 食水 0。5mlの

みを 同様に投与 した もの を用 い た 。 対照群に

比較 して 、phalloidine 投与群の 肝組織で は、

胆 管周 囲の 肝細胞小胞体腔内に中等量の 電子

密な沈着物が 出現 し、それ に一
致 して 電顕細

胞化学的術式後の反 応産物を認 め た 。 それで、

小胞体腔内沈着物を燐脂質分泌障害 の 所見 と

考按 した 。

　 ウ シ ガ エ ル の腹膜上 皮内 に特徴あ る形 態を

示 し ， 炭酸脱水酵素 （CA ）活 性を もつ 細胞

を見 い 出 し た 。 腹膜上皮の 大 部分を 占め る
一

般の 中皮細胞に 比 べ
， こ の 細胞には微絨毛が

密生 し， ミ ト コ ン ド リア が豊富にみ られ ， ま

た ， 細胞の 外側部や 基底部で は形質膜が 複雑

に陥入 して い る 。 本細胞の 分 布と数を次 の よ

うな en 　face標本作製法 に よ b調 べ た。 す な

わ ち， 試料 を冷 950 ／o エ タ ノ
ー

ル で 固定 して

粘膜や 筋層を で きる だ け取 り除き膜 片 と し ，

CA 反応液 （Hansson 法 ）に 浮遊さ せ 活性を

検出した 。 こ の膜片を 9se ／o エ タ ノ
ー

ル に浸

し 中皮側 を ガ ラス 面 に貼 り付け乾 燥後， 再び

950 ／o エ タ ノ
ー

ル で 湿 らせ ， 中皮以外 の 組織

を機械的に剥離 し観察 した 。 そ の 結果 ， 陽性

細胞は 胃 ・小 腸 ・大腸 診 よび腹壁の漿膜上 皮

に限 っ て 分布 して い る こ とが 解 っ た 。 陽性細

胞 の 数は 胃と小 腸に多 く， 大腸や 腹壁で は少

なか っ た 。 次に ， CA 活性の 細胞内局在を電

顕 で 調べ た 。 活性は細胞質の 基質にみ られ ，

主に細胞の 外側部や 基底部に局在 して い た 。

特に ， 形質膜の陥入部に活性 が強 く出現 して

い た 。 な お
， 本細胞 は変態 前 の 幼 生にはみ ら

れ ず，変態極期 （st ．23 ）か ら出現す る 。
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